	誰でも必ず､幸せ実現　キーワードマップ












日々の具体的な実践方法は次頁へ








・日本では言葉に霊的な力があると考えられていた。
・近年のうつ病克服の最強手段とも言われる言霊療法。

・動物の脳には相手のまねをする細胞､ミラー細胞（鏡細胞）がある。人が手を動かすと自分も動かそうとして活動し､言葉を聞くとその内容を理解しようとする細胞でもある。

・良い言葉をかけられれば元気に､嫌なことを聞けば自信を失う。(浜松医科大名誉教授　高田明和)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫌な事でもありがとう｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未来に対し感謝します。

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
自然療法とは自然に即した療法で､病気予防･体質改善の手がかりをつくること




ブッダ以来､誰でも簡単に､身近な人はもちろん､遠方からでも､人のためにできること。人にしてもらえること。

ハワイ語辞典において「心の洗浄。祈り､議論､告白､後悔､互いの補償と許しによって関係を整える家族会議」と定義される､家族のあるいは個人の癒しの方法を指す言葉。
1980年代にモーナ・シメオナは､個人で行うためのセルフ・アイデンティティ・ホ・オポノポノ (Self I-dentity through Hoʻoponopono, SITH, ホ・オポノポノ)を創始｡後継者のヒューレン博士の実績でさらに有名に｡全くの他人のことでも､問題は外部世界にあるのではなく､我々自身と共にあり､現実を変えるためには､我々はまず自らを変えねばならない､そうすれば､会わずとも変えることができる､と説いた。

http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/sonota/happylife.htm
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方幸せ研究所（知多クリックhttp://www.chitac.com　内)

以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2013.11.16
詳細はＨＰにて





魂の法則と12の救い








人生の目的=幸せ=陽気暮らし(天の理)⇒アセンション














地上世界は失敗から学ぶように造られているため､アクシデントはつきもの。それに､くじけずに「わくわく」と「感謝」で､チャレンジするかぎり､スパイラルを描きながらゆっくりと少しずつ霊性進化の道を辿るようになっている。


失敗に負けずに､内面からの努力を続けることによって「霊的成長」に対する意志の力が強化されるようになる。


地上の人間は忍耐強い霊的コントロールの努力を継続する中で､徐々に霊優位の時間を多く確保できるようになっていく。まさにこれこそが「霊的成長」の指標なのである｡








死の向こうに死後世界がある､魂は永遠に生き続ける｡その認識から全てが始まるという考えは､古代からあらゆる宗教等で説かれ信じられてきた｡また､臨死体験者､死者と会話が出来るという霊的能力者､修行等での日常的な幽体離脱体験者､死者からの霊界通信を受取る人もおり､人々は死や生まれ変わりを生命のサイクルとして受入れていた｡しかし､科学の発達､経済､物質中心の現代生活の中の私達はややもすると｢魂｣のことを忘れがちになっているのではないか。





親子








夫婦














配偶者となる人は地球人口60数億人の中からたった一人｡


結婚と新しい家庭は『男女のお役目の違い』(男性脳､女性脳)と立て愛・拝み愛で始め､家庭は「性の違いあってこその学びの場」｡聖書には「人の初めにアダムとイブあり。」とある｡更に､家庭は新たな関係を育む場｡また､夫婦は二世（にせ）といい､夫婦の縁はこの世ばかりでなく来世までもつながるとも。先に挙げた「親子」「夫婦」更には｢袖ふり合うも他生の縁｣ともいい､赤の他人にも「絆の法則」を感じよう｡








あらゆる人に必ず､生まれ落ちた家庭環境と家族関係があり､その人にとっての､｢宿命｣と｢運命｣の受け止め方と｢人間関係の原点｣となる。中でも親子関係はあらゆる人の人間関係の土台であり､根底であり､人間関係の本当のスタート地点なのだ。もし､何か目の前にある友人や職場や恋人…関係に気づきがあれば､原点である親子関係から見直しだ。あらゆる人間関係は､親子関係が改善されれば､自然と解決に向かう。





死後の世界　-　界層とお迎え現象








アクシデント、病の元の元











死後の世界は幾段階かの“界”に分けられ､それぞれの界に､さらにいくつかの“境域”がある｡


そこでは霊性や波長･性格・嗜好の似た者同士が､共同生活のような社会生活を営んでいる｡(波長の法則・類は友を呼ぶ)｡時が来て霊界からのお迎えがあり､肉体の死を受入れ､肉体を離れて死に､意識体となった人間は､地球(地上世界)→幽界→霊界(=フォーカスレベル)をすすんでいく。


乗り物に例えると､魂は操縦士､松果体は操縦席､


肉体は現界で使用する乗り物⇒3次元⇒肉体


幽体は幽界で使用する乗り物⇒4次元⇒エーテル体


霊体は霊界で使用する乗り物⇒5次元⇒アストラル体


　　　　　　　　　　　　　⇒6次元⇒メンタル体


　　　　　　　　　　　　　⇒7次元⇒コーザル体


青字は日像『今初めて明かされるこの世の真実』








・約300年前(江戸時代)から､食と心と体の使い方､心身相関が説かれている｡(貝原益軒『養生訓』…)


・病とは､肉の病､思い癖の病､宿命の病（江原啓之）


・結局のところ､問題（※病気やアクシデント）というのは､自分が持つ､ネガティブな信念に気づくための道具なのだ。そこを足掛かりにして､気づきを得ることができるのだ、（坂本政道『ベールを脱いだ古代史』）という。


・「招福の秘法､万病の霊薬」の元は同じで｢怒るな､心配すな､感謝して､業を励め､人に親切に｣｡(靈氣療法の五戒の書)


無難に人生の目的である｢幸せ｣＝「陽気暮らし」＝「安心安寧で感動と感謝に満ち満ちた暮らし」に辿りつければいいが､そのような境地に達するには､やはり､一度くらいは大変な思い､いわゆる「地獄を見る」「死を覚悟する」ような体験が必要なのかもしれない。





原因と結果の法則（因果の法則）








朝と夜の儀式 ､今日一日の節目




















宇宙を支配する強力な法則がある。これを知らずして生活することはルールを知らずしてゲームをしているのと同じ。少しでも早く知って､人生ゲームに楽しく参加して､望むがままに､心豊かな人生を､自ら創造しよう。


原因と結果の法則とは､因（作用）が発生すれば､必ずその原因から縁（物語）が始まり､何らかの果（結果）が現れる｡そして､その結果に相応した報（反作用）が訪れるという法則。その因､縁はまず自らの内に求める事。








第一は｢意図的な創造の方法論｣､�第二は｢意図を定める｣⇒｢節目ごとの意図の確認｣�第三は｢許容し､可能にする術｣である｡





ツキを呼ぶ新月の願い 　と　 わくわく日記


　とわくわく日記








鏡の法則








引寄せの法則








言霊療法





睡眠








瞑想､内観法､祈り











自然療法








掃除力





人生がときめく片付け





手当て療法








SITH ホ･オポノポノ











「癒しの法則」


とは､自分にとってよくない出来事は､


より大切な何かが癒える､第一歩目である､という法則。 


良くない出来事 ＝ 癒しの始まり


通常､病気､難病､暴力的な夫､言うことを聞かない子供の諸問題､職場の問題など､病気に対しては診断後､+薬をもらうなどの西洋医学的治療､アクシデント（例:交通事故に巻き込まれる）に対しては､まず「相手が悪かったところ探し」をして､


とにかく表面的な素早い解決を望みがちである。


しかし､もう一度､宇宙の基本法則を知り､じっくり見直してみると､過去や自分の中に､その原因､引き寄せの元となっている根本要因が見つかるもの。もし､そうでなければ､原因があるのでだんだん重症化することになる。�しかし､その大元を適切に対応して､きちんと昇華できれば､現実の問題は驚くほど円滑に解決し､かえって､大いなる感動・感謝となり､「人生の転機」とまで感じたりする。


癒しの法則のおおまかな流れは､


（１）自分にとってよくない出来事がおこる､表面化する。�（２）悩み､真剣に考える。


（３）自分の中にある負の感情に気づき､出し切る（心のデトックス）。宇宙の法則に気づく。�（４）原因となっている相手など､現状にまず感謝する。�（５）相手の愛に気づく。�（６）最終的によくない出来事が解消する。


この一連の流れを「癒しの法則」という､　そうです。





病の元､アクシデントの元を完治するには








引寄せの法則











・｢思考｣よりも､｢感情｣に関心を向けること｡


・あなたが｢いい気分｣を感じていれば､望んでいる良い事や良い物が引き寄せられてくる｡


・経験したいことへ思考を向ける｡⇒思考は現実化する。


・鏡の法則､ツキを呼ぶ魔法の言葉､ツキを呼ぶ新月の願い､わくわく日記…の元となる法則である｡























意図的な創造の方法論








節目ごとの意図の確認








意図を定める








思考は現実化する








許容し､可能にする術








夜と朝の儀式  　今日一日の節目､節目と睡眠


日々の祈り











睡眠は大切です。スピリチュアリストの方々によると夜は魂を休め､あちらの世界（霊界・高次元）にも行き､大切なメッセージを受け取ってきたりする、とも。守護霊さんの力添えもいただける､そうです。寝て見る｢夢｣もスピリチュアルなものが多々あり､大切にしたほうがいいですよ。


人生は夜眠る前の三分で決まる､という人もいるほど。


眠りに入っていく直前は､脳波がα・θ状態､7.5hz。


潜在意識になんでも自由に書き込める黄金の時間帯。 


このときに何を思っていたのかが､その人の明日の羅針盤となる｡｢わくわく｣しながら「うふふ」と微笑みながら眠りにつくといいのですって。そして､短くとも質の良い睡眠をとる。「人は三十歳を過ぎると習慣だけが残る」とは西洋の至言です。よい習慣こそがあなた自身の姿である！





言霊(ことたま)療法














ツキを呼ぶ魔法の言葉











自然に即した療法｡病気予防･体質改善の手がかりをつくる。


1)心｡病の根本原因は､まず心的ストレスとなる｢想｣から。


2)食｡� HYPERLINK "http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/syoku/syoku.htm" \t "_top" �食べる健康法､予防法､治療法�。医食同源。身土不二。


3）動。� HYPERLINK "http://www.chitac.com/slowlife/shizenryoho/undou/undou.html" \t "_top" �体のマッサージ（運動法）�


4）生活習慣・不思議な病｡病名がつけられず治療ができない病気､アクシデント｡病の元を知る事に意味がある。





自然療法





ホ・オポノポノ








呼吸法と爪もみ療法








祈りとは､神々(高次元の存在)などの� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E9%96%93" \o "人間" �人間�を超える神格化されたものに対して､何かの実現を願うこと。祈祷(とう）､祈願､� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%84%80%E5%BC%8F" \o "儀式" �儀式�を通して行う場合は� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BC%E6%8B%9D" \o "礼拝" �礼拝�。


『祈る心は治る力』。祈りが「本当に」効くのは､なぜなのか。�人間は､祈りには実際に病気を治す力があることを､古代より直観していた―米医師ラリー･ドッシーアンドリュー･ワイル





祈りと瞑想､内観法








人生がときめく片付けの魔法　と　掃除力











片づけの第一歩は「整理と整頓」｡ 整理とは､ときめきを元に「減らす」こと｡ 整頓は「使い易いように物を配置する」こと｡


「片をつける片づけ」をしないと結局は何も変わらない。何事もおろそかにせずきっちり終わらせて､気の流れを変える。


さらに､掃除がしやすくなる。次に､掃除力をＵＰしよう。 











手当て療法､遠隔療法､性癖治療








潜在意識 と ハワイの伝統療法 ホ･オポノポノ











新月パワー周期を活用し､潜在意識在に働きかける方法。


どちらも未来を明確に描き､言葉にし､実現させる方法｡





月に１度､ツキを呼ぶ新月の願い と わくわく日記











